
2020年３⽉期第１四半期決算の概要について説明いたします。
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全体総括です。
⼼臓⾎管カンパニーが順調な⽴ち上がりを⽰したことに加え、費⽤の進捗がやや
遅めの事から、利益が⼆桁伸⻑しガイダンス以上のスタートを切っております。

売上収益は、⼼臓⾎管カンパニーが、昨年度の愛鷹⼯場における出荷遅延か
らの回復分を除いても、為替の影響を除いたベースで⼆桁伸⻑し、グループ全
体を牽引した結果、7％伸⻑となりました。
調整後営業利益は、⼈件費を中⼼に⼀般管理費の費⽤進捗がやや遅めとな
り、為替の影響を受けながらも11％増の⼆桁伸⻑となりました。
税引前利益においては、前年同期⽐で、為替差損が⼤きく縮⼩したため、
26％の増益となりました。
第1四半期としては、売上収益、また全ての利益において過去最⾼となりました。
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前年同期⽐での調整後営業利益の増減分析です。

「売上増による売上総利益の増加」は、通期ガイダンスの330億円と⽐較し⼀
⾒⼩さいですが、昨年度、愛鷹⼯場における出荷遅延の影響があったために、
今年度は第２四半期に⼤きく増加する⾒込みであり、計画通りの進捗です。
「売上総利益率効果」のプラス１億円も、通期ガイダンスのプラス48億円から、
同様に⼩さく⾒えますが、テルモ⼭⼝D&D社の⽣産稼働にともなう⽣産コスト
増を、⼼臓⾎管カンパニーの売上好調による事業ミックス改善でオフセットした
結果、前年同期同様の⾼い粗利益率となっており、予定通りの進捗です。
「価格下落」は、⼀部、新価格の妥結が遅れている顧客があったため、進捗が
遅れていますが、第２四半期以降、過去に遡って価格補正が⼊りますので、通
期ではガイダンス通りになると⾒ています。

「⼀般管理費」は、プロモーション施策の期ずれが第１四半期に⾒られるものの、
第２四半期以降徐々にキャッチアップし、通期ガイダンスの125億円増に近づく
ものとみています。
「研究開発費」は、通期ガイダンスの57億円増と⽐較し⼩さく⾒えますが、徐々
に増える計画に対し、ほぼ想定通りです。
「為替の影響」は、全体として概ねガイダンス通りの影響額となりました。
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地域別売上収益です。
⽇本ではTIS事業が⼆桁伸⻑に戻り、全カンパニーにおいてプラス伸⻑となりま
した。
海外は、いずれの地域でも⼼臓⾎管カンパニーが全体を牽引しています。特に
中国は、前年同期に既に、愛鷹⼯場における出荷遅延の影響が出ていたこと
に加え、今年度にエッセン・テクノロジー社の薬剤溶出型冠動脈ステント
（DES）が加わったこともあり、25％と⼤きく伸⻑しました。
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カンパニー別売上収益です。
⼼臓⾎管カンパニーは、TIS事業の順調な回復に加え、ニューロバスキュラー事
業が30％以上伸⻑し、カンパニー全体を牽引しました。
ホスピタルカンパニーは、アライアンス事業が３割以上の伸⻑を継続し、全体とし
て堅調です。
⾎液システムカンパニーは、為替の影響を強く受けている事に加え、欧⽶を中⼼
に、昨年度末に計画前倒しの売上が⼊り、その反動で4⽉の売上が振るわず、
マイナスでのスタートとなりました。
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⼼臓⾎管カンパニーです。
売上収益は、為替の影響を受けながらも11％伸⻑となりました。
TIS事業は、昨年度の愛鷹⼯場における出荷遅延からの回復分を除いても、
アクセス・治療デバイスともに順調に伸⻑しており、国内外で⼆桁伸⻑となりまし
た。
ニューロバスキュラー事業は、⽶国における袋状塞栓デバイス「WEB」が好調な
スタートを切ったことに加え、⾎栓吸引カテーテル「Sofia」も⼤幅に伸⻑し、全
体で30％の伸⻑となりました。

利益については、収益性の⾼いTIS事業やニューロバスキュラー事業の売上拡
⼤に加えて、ミックスの改善が貢献しています。プロモーションや⼈の採⽤などの
費⽤進捗に期ずれがあったことも影響し、前年度同期⽐23％増となりました。
第２四半期以降は、費⽤進捗が進むことに加え、10⽉には公定価の改定も
控えているため、徐々にガイダンスに近づいてくると⾒ています。
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ホスピタルカンパニーは、概ね計画通りのスタートを切っています。
売上収益は、海外で医療器において需要減がありましたが、国内外でアライア
ンス事業が30％の伸⻑を継続し、全体として前年度⽐2％増となりました。
利益については、ガイダンス発表時にお話したように、アライアンス事業においてテ
ルモ⼭⼝D&D社の償却費が発⽣し始めたことに加え、第１四半期は費⽤が
先⾏して発⽣する予定であったことから、概ね計画通りの着地となっています。
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⾎液システムカンパニーです。
売上収益は、欧⽶を中⼼に昨年度末に計画前倒しの売上が⼊った反動により、
今年度４⽉の売上が振るいませんでした。加えて為替も影響し、マイナス伸⻑
でのスタートとなっています。
利益は、為替の影響を⼤きく受けたことに加え、R＆D費⽤も想定よりもやや早
めに発⽣したこともあり、⼆桁の減益となっておりますが、四半期ごとの計画として
は、ほぼ想定通りとなっております。
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主なトピックスです。
時差勤務や在宅勤務など、働き⽅改⾰を推進したとともに、理念体系の制定
や、役員の報酬制制度の⾒直しなど、ガバナンスの強化に資する施策も⾏いま
した。
事業では、ニューロバスキュラー事業における袋状塞栓デバイス「WEB」の⽶国
発売や、ステントリーバー「Tron FX」の国内発売、そして⽶オーケストラ・バイオ
メド社の薬剤溶出バルーンについて独占販売権を獲得するなど、⼼臓⾎管カン
パニーにおける、治療製品の展開加速に関するトピックスが並びました。
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今年度のパイプライン製品はご覧の通りです。
今のところ想定通りに製品ローンチが進んでおります。
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⽶オーケストラ・バイオメド社からの、薬剤溶出バルーン「Virtue」の独占販売権
取得についてです。
薬剤溶出型冠動脈ステント（DES）に使⽤されている薬剤シロリムスを⽤い、
塗布ではなく、独⾃の溶出⽅式を採⽤しています。
⽶国FDAより「ブレークスルー機器指定」を受けている製品で、2020年に治験
を開始、まずは、その後数年での⽶国発売を⽬指していきます。
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